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	背景
	DAXX（デスドメイン関連タンパク質）は、核および細胞質の複数の部位に存在する多機能タンパク質です。アポトーシス抗原Fas、セントロメアタンパク質C、転写因子赤芽球症ウイルスE26癌遺伝子ホモログ1など、多様なタンパク質と相互作用します。核内では、コードされているタンパク質は、SUMO化された転写因子に結合する強力な転写抑制因子として機能します。このタンパク質を前骨髄球性白血病の核小体または核小体へ隔離することで、転写抑制が解除されます。このタンパク質は、G2期のセントロメアにも結合します。細胞質内では、コードされているタンパク質はアポトーシスを制御する機能を持つと考えられます。このタンパク質の細胞内局在と機能は、SUMO化、リン酸化、ポリユビキチン化などの翻訳後修飾によって調節されます。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生成されます。
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	K562細胞溶解物に対するDAXXマウスmAbを用いたウエスタンブロット解析（1）。
	

	DAXXマウスmAb（緑）を用いたPANC-1細胞の共焦点免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。
	

	DAXXマウスmAb（緑）を用いたHela細胞の共焦点免疫蛍光染色。赤：アクチンフィラメントをAlexa Fluor-555ファロイジンで標識。青：DRAQ5蛍光DNA色素。
	

	DAXX マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (紫) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。

